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（ 目的 ） 市 販 魚 類 の鮮 度 に 関 し て， 鮮 度 低 下 が 急 激 な

も ので あ る だけ に ， そ の変 化 に 関 し ては 古 くか ら 多 くの

研 究 が行 な わ れ てい る。 われ われ は 温 度 ， 湿 度 を 一 定 条

件 の も とに 調 節し た恒 温 恒 湿 実 験 室 で魚 類 の鮮 度 変 化 に

関 す る実 験 を 行 ない ， 主 とし て化 学 的 方 法 に よ り そ の変

化 を 明 ら か に す る 目的 で実 験 を行 な っ た の で結 果 につ い

て 報 告 す る 。

（ 方 法 ） 試 料 に 市 販 「あ じ 」 を使 用し た。 保 存 条 件 は

（ Ａ ）内 臓 の あ る も の,   （B ）内 臓 を 取 り 除い た も の,   （C ）

内 臓 を 取 り 除 き 塩 蔵し た も の （以 下 ＡＢＣ と略 称 ） の ３

種 と し た 。 ま た 東 京 の ７月 お よ び ８ 月 の平 均気 温 湿 度 を

参 考 と し 巨 温 恒 湿 実 験 室 を 温 度26.5 °±0.2°C, 湿 度80 ±

5% と し 保 存 時 間 は0,  5, 10,  15,  20,  24 各時 間 とし た。

低 温 条 件 は 家 庭 用 電 気 冷 蔵 庫 を 用 い 庫 内 温 度 を　5 ±3 °C

とし, 保 存 時 間 は0,   5,   10,   24,  36,  48 各 時 間 とし た 。

各 実 験 区 共 貯 蔵 実 験 終 了 後 の 変 化 を 少 な く す る 目 的 で ，

低 温 実 験 室 で 試 料 処 理 を 行 な い ， 常 法 に よ り各 実 験 区 に

つい て揮 発|生塩 基 態 窒 素 お よ びpH を 測 定 し ， ま た 原 理

の 異 な る方 法 に よ り変 化 を 追 究 す る 目的 でglucose 水 溶

液 を 加 え て, 一 定 時 間加 熱 し そ の螢 光 も併 せ て測 定 し た 。

（ 結果 ）1. 高 温 高 湿 で はい ずれ の実 験 区 も10 時 間 まで

は 殆 ん ど変 化 を示 さ ず15 時 間 で Ａ は 明 ら かに 腐 敗 の初 期

と 認 め ら れ,   B お よ び Ｃ の 実験 区 で は20 時 間 に腐 敗 の 初

期が認められた。 24時 間ではいずれも完全腐敗した。2.

低 温ではいずれの実験区も殆んど変化を示さなかった。

3.腐敗進行と共に増加を示す螢光度の変化についても，

揮発院塩基態窒素の変化とほぼ同様の傾向を示した。


